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概要 

（100～150 字程度） 
細胞極性因子の機能と非対称分裂制御機構を理解するために、線虫
C. elegans の近縁種 P. pacificus を用いて解析を進めた。特に P. 

pacificus 初期胚で観察されたアクチン凝集体と紡錘体移動の時空間
的な関係に着目し、茂木研究室のレーザー照射装置を用いて微小管
を物理的に破壊し、紡錘体動態への影響を解析した。 

研究目的 

（300 字程度） 
生物の個体形成に必須な細胞極性の確立と非対称分裂の制御機構
は、モデル線虫 C. elegans で詳細に解析されている。一方、近縁種
P. pacificus では主要な極性因子が欠落しており、初期胚の細胞内動
態も大きく異なる。本研究では P. pacificus における細胞極性確立過
程の解明と紡錘体動態を制御する要素の同定を目的とする。そこで
P. pacificus 初期胚で観察される後極側のアクチン凝集と紡錘体微小
管との力学的な相互作用を、レーザーアブレーションによる破壊実
験で検証する。得られた結果を C. elegans と比較することで、分裂
軸決定メカニズムにおける進化的な普遍性と種特異的な多様性を明
らかにすることを目指す。 

研究内容・成果 

（1000 字程度・Web 会議の回数

も記載） 

本研究課題では、線虫 C. elegans の近縁種である P. pacificus の

初期胚第 1 細胞期における非対称分裂の制御機構、特に細胞骨格に

よる力発生が紡錘体動態と非対称分裂に与える影響を調べた。これ

までの観察結果から、P. pacificus の初期胚の第一分裂では、後極側

の細胞皮質で観察される一過的なアクチン凝集が、紡錘体を後極側

に引き寄せており、これが分裂軸を決定しているのではないか？と

いう仮説をたてている。そこで、この仮説を検証するために、東北

大学で作製したトランスジーン発現線虫株（微小管、アクチンを蛍

光標識した株）に対して、茂木研究室に設置されている iLAS3 レー



ザー照射装置を設置した共焦点顕微鏡を用いて、レーザーアブレー

ション実験を行い、その細胞内挙動を観察した。 

まず P. pacificus の第一細胞分裂時に対して顕微鏡撮影条件やレ

ーザー照射条件の最適化を行った。そして紡錘体が、アクチン凝集

体が形成している後極に向かって移動する時期に、紡錘体の中央の

微小管を切断することに成功した。その結果、両極の紡錘体極が、

それぞれ前極と後極へ分かれて移動したことから、紡錘体が前極と

後極の両側の細胞皮質から引っ張られていることが分かった。次

に、胚の前極側と紡錘体の間、および後極側と紡錘体の間の微小管

をレーザーによって切断した。すると前極側を切断した場合と比較

して、アクチン凝集体が形成している後極側との間を切断した時

に、紡錘体の後極側への移動が顕著に遅れた。この結果は、P. 

pacificus の初期胚第一細胞分裂において、後極側のアクチン凝集が

紡錘体の移動に関与し、これが分裂軸の決定において力学的に重要

な役割を担っている可能性がある。これらの成果は、細胞極性と紡

錘体動態の制御メカニズムに関する重要な基盤となるものである。 

研究の遂行にあたり、実験前に Web 会議（Zoom）を 2 回（2026

年 1 月 8 日、3 月 11 日）行い、具体的な実験計画について議論した。

そして 2026 年 3 月の北海道大学訪問時には、1 日目の実験後に得ら

れた結果をもとに茂木教授と詳細な議論を行った上で 2 日目の実験

を行った。さらに結果を解析後にも Web 会議を行い、緊密な共同研

究体制で本研究課題を実施できた。 
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